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2020年東京オリンピック・パラリンピック
山武市はスリランカのホストタウン、キャンプ地です。



2広報さんむ
2020.2月

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

　
　
秋あ

き

葉ば

　
雅ま

さ

弘ひ
ろ

　
氏
（
蓮
沼
ロ
）

10
月
24
日
、
第
61
回
全
国
社
会
教
育
研
究

大
会（
兵
庫
大
会
）に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た

る
社
会
教
育
振
興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
社
会
教
育
委
員

�

連
絡
協
議
会
表
彰

　
　
小お

ぐ

倉ら

　
正ま

さ

之ゆ
き

　
氏
（
小
泉
）

11
月
28
日
、
第
54
回
千
葉
県
社
会
教
育
振

興
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
る
社
会
教

育
の
振
興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
指
導
員
表
彰

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」

　
交
通
安
全
功
労
者

　
　
加か

藤と
う

　
忠た

だ

勝か
つ

　
氏

�

（
松
尾
町
八
田
）

多
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
へ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
た
び
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

調
理
師
関
係
功
労
者

�

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　
油ゆ

𣘺は
し

　
光み

つ

枝え

　
氏

�

（
松
尾
町
大
堤
）

長
年
に
わ
た
り
調
理
師
制
度
の
発
展
向
上

の
た
め
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東京２０２０オリンピック聖火リレーコースが決定

千葉県副知事が市内を視察

聖火ランナーとして選定

オリンピック聖火リレーの詳細ルートが公表されました。
山武市では、７月２日㈭に聖火リレーが行われます。市内でのリレールートは、蓮沼交流センターか

ら蓮沼海浜公園第２駐車場です。リレーの終了後には聖火の到着を祝うセレモニー（セレブレーション） 
が開催される予定です。聖火リレーの走行時間等詳しくは今後「広報さんむ」や市ホームページで 
お知らせしていきます。

千葉県選考の聖火ランナーに、山武市
から片

かた

岡
おか

英
ひ で

夫
お

氏（道の駅オライはすぬま
観光大使・世界遺産検定マイスター）が
選定されました（12月17日公表分）。

　滝
た き

川
が わ

伸
し ん

輔
す け

千葉県副知事が、昨秋の台風15
号等による農林被害の視察に訪れました。
農業施設に関しては、山武市成東観光苺組
合長の相葉苺園（湯坂地区）を、サンブスギ
の倒木状況については椎崎地区を視察され
ました。
 また、今回の視察を通じて、さらなる被災
支援の要望も行いました。
 （12月25日）

T　東京オリンピック・パラリンピック戦略推進室　☎0475（80）1633



3 広報さんむ
2020.2月

　　　

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章（
7
人
）

第
６
分
団
長�

中な
か

村む
ら　

洋よ
う

一い
ち

第
７
副
分
団
長�

土ど

井い　
健た

け

功よ
し

部
長�

大お
お

塚つ
か　
正ま

さ

徳の
り（
６-

１
）

団
員�

佐さ

瀬せ　
正ま

さ

洋ひ
ろ（
２-

７
）

団
員�

吉よ
し

田だ　
照し

ょ
う

栄え
い（

８-

２
）

団
員�

久く

保ぼ

田た

芳よ
し

充み
つ（
11-

２
）

団
員�

秋あ
き

葉ば　
芳よ

し

宏ひ
ろ（

12-

３
）

東
消
防
署
山
武
分
署

消
防
指
令�

髙た
か

根ね　
義の

り

顕あ
き

精
勤
章（
16
人
）

部
長�

石い
し

渡わ
た　
順じ

ゅ
ん

一い
ち（
１-

２
）

団
員�
田た

中な
か　

玄み
ち

徳の
り（

１-

１
）

団
員�
鈴す

ず

木き　
敏と

し

之ゆ
き（

１-

３
）

団
員�
安や

す

井い　
久ひ

さ

雄お

（
２-

３
）

団
員�

市い
ち

原は
ら　

伸し
ん

一い
ち（

２-

７
）

団
員�

作さ
く

田だ　
充み

つ
る　
（
４-

２
）

団
員�

斎さ
い

藤と
う　

博ひ
ろ

和か
ず（

４-
４
）

団
員�

内う
ち

田だ　
勤つ

と
む　

（
４-
７
）

団
員�

花か

檀だ
ん　
博ひ

ろ

文ぶ
み（
５-
３
）

団
員�

尾お

崎ざ
き　

和か
ず

広ひ
ろ（

６-

１
）

団
員�

土ど

井い　
克か

つ

俊と
し（
６-

３
）

団
員�

糸い
と

久さ
き　

延の
ぶ

宜よ
し（

８-

１
）

団
員�

菱ひ
し

木ぎ　
孝た

か

純よ
し（
９-

１
）

団
員�

髙た
か

宮み
や　
　
誠ま

こ
と（
10-

２
）

団
員�

花は
な

澤ざ
わ　

弘ひ
ろ

樹き

（
11-

２
）

団
員�

越こ
し

川か
わ　
輝て

る

人ひ
と（
1３-

３
）

東
消
防
署

消
防
指
令
補�

伊い

藤と
う　
慶よ

し

紀き

東
消
防
署
山
武
分
署

消
防
指
令
補�

山や
ま

縣が
た　

昇し
ょ
う

三ぞ
う

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
章
14
人
）

第
１
分
団
長�

西さ
い

須す　
俊と

し

夫お

部
長�

小お

髙だ
か　

正ま
さ

貴き

（
２-

３
）

部
長�

海か
い

保ほ　
一か

ず

利と
し（
４-

３
）

部
長�

川か
わ

面つ
ら　
敏と

し

明あ
き（
５-

２
）

部
長�

山や
ま

本も
と　

由ゆ
う

貴き

（
６-

２
）

部
長�

小お

川が
わ　
和か

ず

宏ひ
ろ（
９-

２
）

部
長�

金か
な

杉す
ぎ　

悟さ
と
る　

（
10-

１
）

部
長�

池い
け

島じ
ま　

雅ま
さ

大ひ
ろ（

11-

１
）

部
長�

北き
た

田だ　
拓た

く

也や

（
1３-

１
）

班
長�

野の

島じ
ま　

真し
ん

一い
ち（

３-

１
）

班
長�

岩い
わ

澤さ
わ　
尚な

お

文ぶ
み（
４-

１
）

班
長�

篠し
の

﨑ざ
き　

淳あ
つ
し　

（
４-

６
）

班
長�

小お

梛な
ぎ　

定さ
だ

晴は
る（

11-

３
）

班
長�

菅す
が

井い　
雄ゆ

う

司じ

（
12-

２
）

東
消
防
署

消
防
副
士
長�

山や
ま

田だ　
浩ひ

ろ

貴き

消
防
副
士
長�

田た

中な
か　

大だ
い

地ち

東
消
防
署
山
武
分
署

消
防
副
士
長�

宇う

津つ

木ぎ　
淳あ

つ
し

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章（
３
人
）

第
３
副
分
団
長�

今い
ま

井い　
秀ひ

で

和か
ず

第
６
副
分
団
長�

芦あ
し

川か
わ　
　
昇の

ぼ
る

第
1３
副
分
団
長�
古ふ

る

川か
わ　
克か

つ

典の
り

精
勤
章（
９
人
）

第
２
副
分
団
長�

椙す
ぎ

山や
ま　
大だ

い

輔す
け

第
10
副
分
団
長�

仁に
っ

田た　
和か

ず

夫お

部
長�

木き

村む
ら　
康や

す

夫お

（
２-
４
）

部
長�

櫻さ
く
ら

田だ　
　
隆た

か
し（
３-

３
）

部
長�

古ふ
る

川か
わ　

祐よ
し

康や
す（

12-

１
）

班
長�

成な
り

川か
わ　
文ふ

み

康や
す（
４-

３
）

班
長�

中な
か

川が
わ　
武た

け

則の
り（
５-

３
）

班
長�

伊い

藤と
う

日ひ

出で

男お

（
５-

３
）

班
長�

長な
が

嶋し
ま　

良よ
し

紀の
り（

８-

２
）

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章（
４
人
）

団
員�

小こ

竹た
け　

成ま
さ

幸ゆ
き（

２-

１
）

団
員�

安や
す

田だ　
　
隆た

か
し（
５-

２
）

団
員�

釜か
ま

形が
た　

欣き
ん

也や

（
７-

１
）

団
員�

大お
お

俵た
わ
ら　

正ま
さ

紀き

（
12-

１
）

精
勤
章（
８
人
）

部
長�

五ご

木き

田た

直な
お

人と

（
４-

６
）

部
長�

花か

檀だ
ん　
佑ゆ

う

樹き

（
５-

３
）

班
長�

染そ
め

屋や　
孝た

か

志し

（
１-

１
）

班
長�

富と
み

永な
が　

弘ひ
ろ

樹き

（
２-

２
）

班
長�

鬼き

原は
ら　
　
彰あ

き
ら（
２-

４
）

班
長�

並な
み

木き　
佳よ

し

久ひ
さ（

２-

５
）

班
長�

小お

川が
わ　
健け

ん

司じ

（
６-

２
）

班
長�

須す

藤ど
う　

康や
す

仁ひ
と（

1３-

３
）

山
武
市
長
表
彰（
15
人
）

部
長�

新に
い

部べ　
武た

け

司し

（
２-

１
）

部
長�

鈴す
ず

木き　
康や

す

之ゆ
き（

２-

７
）

部
長�

布ふ

施せ　
貴た

か

裕ひ
ろ（
３-

１
）

部
長�

今い
ま

関ぜ
き　

智と
も

博ひ
ろ（

４-

４
）

部
長�

磨ま

家や　
浩ひ

ろ

之ゆ
き（
６-

３
）

部
長�

遠え
ん

藤ど
う　
直な

お

人と

（
８-

１
）

部
長�

岩い
わ

崎さ
き　

哲て
つ

也や

（
９-

１
）

部
長�

押お
し

田だ　
秀ひ

で

明あ
き（
12-

２
）

部
長�

鈴す
ず

木き　
崇た

か

正ま
さ（
1３-

４
）

班
長�

椎し
い

名な　
貴た

か

士し

（
２-

６
）

班
長�

鈴す
ず

木き　
善よ

し

己み

（
４-

２
）

班
長�
伊い

藤と
う　

彰あ
き

朗お

（
４-

３
）

班
長�

森も
り

川か
わ　
康や

す

宏ひ
ろ（
７-

２
）

班
長�

川か
わ

島し
ま　
啓け

い

太た

（
10-

１
）

班
長�

小お

梛な
ぎ　

哲あ
き

義よ
し（

11-

３
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰（
17
人
）

部
長�

金か
ね

宗む
ね　
正た

だ
し　
（
１-

３
）

部
長�

佐さ

々さ

木き　
博ひ

ろ
し（
２-

２
）

部
長�

川か
わ

島し
ま　

　
良り

ょ
う（

３-

２
）

部
長�

布ふ

施せ　
貴た

か

章あ
き（
３-

４
）

部
長�

尾お

高だ
か　

盛も
り

浩ひ
ろ（

４-

５
）

部
長�

平ひ
ら

濱は
ま　

勇ゆ
う

人と

（
４-

７
）

部
長�

中な
か

園ぞ
の　
周し

ゅ
う

也や

（
５-

１
）

部
長�

小お

髙だ
か　

博ひ
ろ

之ゆ
き（

７-

２
）

部
長�

澤さ
わ

田だ　
弘ひ

ろ

成な
り（
８-

３
）

部
長�

関せ
き

芳よ
し　

克か
つ

禎よ
し（

10-

２
）

部
長�

小お

川が
わ　

雅ま
さ

也や

（
10-

３
）

部
長�

伊い

藤と
う　
　
和や

わ
ら（
11-

２
）

部
長�

堀ほ
り

角ず
み　

嘉よ
し

彦ひ
こ（

12-

３
）

部
長�

秋あ
き

庭に
わ　
利と

し

秀ひ
で（
1３-

２
）

部
長�

宮み
や

下し
た　

和か
ず

明あ
き（

1３-

３
）

団
員�

江え

﨑さ
き　

澄す
み

恵え

（
女
性
部
）

団
員�

鈴す
ず

木き　
政ま

さ

美み

（
女
性
部
）

優
良
部
特
別
表
彰

第
４
分
団
第
２
部�

（
本
須
賀
岡
）

第�

７
分
団
第
１
部�（
椎
崎
・
椎
崎

新
田
・
宿
・
日
向
台
・
矢
部
）

初
期
消
火
協
力
に
対
す
る
感
謝
状

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
株
式
会
社

�

（
津
辺
）

川
久
石
油
株
式
会
社

�

蓮
沼
営
業
所

�

（
蓮
沼
ロ
）

令和２年山武市消防出初式令和２年山武市消防出初式
新春恒例の消防出初式が、１月 13 日に蓮沼スポーツ

プラザ運動広場にて挙行されました。
土屋団長以下消防団員 451 人と東消防署・山武分署の

消防署員が参加し、多くの来賓が出席する中、式典が執
り行われました。表彰式では、消防活動に永年活躍され
た 99人と２団体が表彰されました。また、11月に発生
した２件の火災時に、初期消火のご協力をいただいた２
社へ、感謝状が贈られました。

受章者〈敬称略、順不同〉　（　）内は、部名



令和２年 1 月 1 日現在、
山武市に住民登録していますか？

住民税の申告は 1 月 1 日現在の住民登録地の
市町村へ提出してください。
( 所得税申告は現住所地の管轄税務署へ）

令和 元（平成 31）年中に収入はありましたか？
あった場合は次のどの収入ですか？

給与収入
ですか？

所得税の申告が
必要です　※1

　このフロー図は、一般的な例を示しています。
　フロー図により申告が必要ないとされた方でも、所得税の納付や還付が生じる場合や、国民健康保険税、後期高齢者医療保
険料、介護保険料などの軽減判定やその他の行政サービスを受ける上で、申告が必要となることがあります。

住民税の申告が
必要です　※3

年金収入
ですか？

給与・年金以外
の収入ですか？

年末調整は済んで
いますか？

所得税の申告が必要です　※１
公的年金の収入が400万円以下、かつ、公的年金以外の所得が20
万円以下で、所得税の還付がない場合は住民税申告となります

同居の家族が、あ
なたを扶養親族と
して年末調整また
は申告しますか？

給与以外の所得
が２０万円を超え
ていますか？

２カ所以上から
給与をもらって
いますか？

勤務先から給与支払報告書が
市役所に提出されていますか？

（勤務先へご確認ください )

住民税の申告が
必要です ※2

給与所得以外の所
得がありましたか？

所得税の申告が
必要です ※1、※4

公的年金以外の所
得がありますか？

社会保険料や医療費、扶養親族な
ど追加する控除はありますか？

申告の必要は
ありません

申告の必要は
ありません

原則、申告の必要
はありませんが、
住民税の申告をす
ることにより証明
書の交付を受ける
ことができます

スタート

注意

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

はい

はい

はい はいはい

はい はいはい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

はい

はい

※１　所得の合計額を所得控除の合計額が上
回る場合は、住民税申告が必要となります。

※２　収入がなかった方についても、国民健康
保険税等の軽減判定や行政サービスの適正な
提供のため、生活状況や扶養情報についての
申告をお願いします。

※３　源泉徴収税額等の還付を受ける場合は、
所得税の還付申告となります。

※４　年末調整されていない給与の収入額と、
給与所得と退職所得以外の所得の合計額が
20万円を超えない場合は、住民税申告となり
ます。

２２月月1717日（月）から日（月）から３３月月1616日（月）まで　日（月）まで　

課税課　☎0475（80）1281　

あなたは所得税や住民税の申告をする必要があるでしょうか？

令和元（平成31）年分の所得税確定申告書・住民税申告書の提出は
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◆
申
告
に
必
要
と
な
る
主
な
も
の

共�

通　
印
か
ん（
自
動
印
不
可
）・
申
告
書

（
お
手
元
に
あ
る
場
合
）

マ�

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）　
平
成
28
年

分
の
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
申

告
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

《
本
人
確
認
書
類
の
例
》

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み

　
②�

通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど�

写
真
付
本
人
確
認
書
類

※�

扶
養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

も
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
扶
養
親

族
等
の
本
人
確
認
書
類
は
不
要
で
す
）。

給
与
・
年
金
所
得　
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

　
ま
た
は
収
入
金
額
を
証
明
す
る
も
の

事
業（
営
業
等・農
業
）・不
動
産
所
得

　

�

収
支
内
訳
明
細
書
ま
た
は
収
入
や
経
費

が
わ
か
る
帳
簿
・
書
類
か
ら
総
収
入
金

額
や
必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た

「
収
支
内
訳
書
」

※�

租
税
公
課
に
つ
い
て
は
納
税
通
知
書
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
所
得（
個
人
年
金・内
職
な
ど
）

　

�

保
険
会
社
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
通
知

な
ど

一
時
所
得　
保
険
満
期
の
通
知
な
ど

医�

療
費
控
除　
健
康
保
険
か
ら
発
行
さ
れ

る
医
療
費
通
知
、
医
療
費
控
除
の
明
細

書（
医
療
費
の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

※�

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
金
額
の
わ
か
る
も
の


